
江戸川区立上一色南小学校 危機管理マニュアル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危機の状況  食物アレルギーによるアナフィラキシーショックが発生した場合 

１ 危機対応の方向性 

○異変がある児童を発見したら、一人にせず、応援を呼ぶ。 

○緊急度を 5分以内に判断する。 

○緊急度に応じ、適切に対応する。 

 

２ 危機対応の具体 

３ 予想させる危機の状況 

・食物アレルギーの原因物質を食べた・触れたことにより、アレルギー症状を起こした。 
・皮膚のかゆみや口腔内違和感など軽度な症状では収まらず、意識の低下（全身症状）呼吸困難・喘鳴
（呼吸器症状）腹痛・嘔吐・下痢（消化器症状）目や唇の腫れ（粘膜症状）などに進行した。 
【起こしたくない最悪の事態】 
・緊急度の高い、全身症状・呼吸器症状を伴うアナフィラキシーショックを発症した。 
・アナフィラキシーショック発症後に、速やかにエピペンを注射ず、症状が悪化する。 



 

 

 

  

４ 東京都 食物アレルギー緊急時対応マニュアル 



  



 

 


